On the Proof of Progressive Production of a Relative Surplus-Population by 佐藤 真人 & Sato Masato
相対的過剰人口の累進的生産の論証について
著者 佐藤 真人
雑誌名 關西大學經済論集
巻 27
号 1
ページ 17-38
発行年 1977-04-25
その他のタイトル On the Proof of Progressive Production of a
Relative Surplus-Population
URL http://hdl.handle.net/10112/14641
17 
論文
相対的過剰人口の累進的生産の
論証について
佐 藤
?
人
1 目的
マルクスは， 『資本論』で，資本制的蓄積に伴う相対的過剰人口又は産業予
備軍の累進的生産を主張している1)。これにかかわる議論は，非常に多い。し
かし，私にはこれらを詳細に検討する能力がない。それで自分の興味に従い，
彼の主張の論証という観点から，論点を拾い整理した。そしていくらか新しい
条件の下で論証を試みること，これがこの論文の目的である。
2 重要性
マルクスは，相対的過剰人口が資本制的蓄積の必要条件である，とも考えて
いた。例えば，次の引用をみよう。
「しかし，過剰労働人口が，蓄積の，…，必然的な産物だとすれば，逆に
またこの過剰人口は，・・・，じつに資本主義的生産様式の一つの存在条件に，
なるのである。」 (K.Marx『資本論」第1巻， 823ペー ジ）
同じことの指摘は，他にも多い2)。では，なぜ相対的過剰人口は，資本制的蓄
1) K. Marx『資本論』（大内・細川監訳『マルクス＝エンゲルス全集』第23巻，大月書
店， 1965年）第1巻，第7篇，第23章，第4節。以下，利用したのはこの版であるこ
とを，いちいちことわらない。
2)たとえば
「…，経済学でさえも，相対的な，…，過剰人口の生産を，近代産業の生活条件とし
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積にとって一つの存在条件なのか？ マルクス自身は，次の三つの理由を考え
ていたようである。
1. 労働需要の変動
もし，資本蓄積が，必然的に景気循環という形をとって行なわれざるを得な
いとするならば，労働需要も循環的に変動する。すなわち，労働需要の突発的
な膨張と収縮が繰り返される。そして，労働需要の突発的な増大は，必らず相
対的過剰人口を必要とする3)。
2. 賃金抑制
賃金は，もちろん労働市場の状態，特に失業の労働供給に対する相対的大き
さの影響を強く受ける。そうだとして，賃金が労働市場の状態によって変動し
ながらも，長期的平均的に資本家の欲する利潤をもたらすほど低いためには，
何が必要だろうか？ マルクスは，賃金変動の一般的前提として，労働市場に
おける相対的過剰人口の存在が必要である，と考えていた4)。
て理解するのである。」 (K.Marx, 『資本論』第1巻， 825ページ）
「・・・，その彼（マルサス…筆者）でさえ，過剰人口のうちに近代産業の一つの必要物
を認めているのである。」（前掲書， 826ペー ジ）
「この生産（資本主義的生産・・・筆者）はその自由な営みのためには，この自然的限度
に制限されない産業予備軍を欠くことができないのである。」（前掲書， 827ページ）
3)マルクス自身は，次のように述べている。
「近代産業の特徴的な生活過程，すなわち，中位の活況，生産の繁忙，恐慌，沈滞の
各時期が，より小さい諸変動に中断されながら，10年ごとの循環をなしている形態は，
産業予備軍…の不断の形成，その大なり小なりの吸収，さらにその再形成にもとづい
ている。」 (K.Marx, 前掲書， 824ページ）
「…しかし膨張（生産規模の・・・筆者）のほうは，利用可能な人間材料なしには，…，
不可能である。」（前掲書， 824ページ）
「だから，近代産業の全運動形態は，労働者人口の一部分が絶えず失業者または半失
業者に転化することから生ずるのである。」（前掲書， 825ページ）
4)マルクス自身は，次のように述ぺている。
「だいたいにおいて，労賃の一般的な運動は，ただ，産業循環の局面変転に対応する
産業予備軍の膨張・収縮によって規制されているだけである。だから，それは，…，
労働者階級が現役軍と予備軍とに分かれる割合の変動によって，…規定されているの
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3. 資本家的規律の強制
相対的過剰人口が，ないとしよう。それは，もし仮に，労働者が資本家に解
雇されることがあっても，必ずすぐに他の資本家に再雇用されるような状態で
ある。このような事態は，労働者階級の立場を非常に有利にし，資本対賃労働
という人間関係そのものを不安定にする。つまり，資本制的人間関係の安寧に
は，相対的過剰人口が必要である5)。
ここでは，それぞれの論点の妥当性，相互関係を深く検討しない。特に，第
2の論点を合理的に理解するには，かなりの媒介が必要である。しかし，第 3
の根拠はもっともであり，前の二つから独立しているので，それだけでも，相
対的過剰人口の必要性を主張するに十分である。すなわち，仮に，労働需要の
循環的変動がなく，労働市場が利潤の決定にあまり重要な役割をはたさないと
しても，資本制経済は，相対的過剰人口を欠くことができないのである。
他方で，マルクスは，相対的過剰人口が資本制的蓄積に敵対的性格を与える
ことを主張している 6)。また，森嶋教授は，この問題が重要である一つの理由
である」 (K.Marx, 前掲書， 830ペー ジ）
「産業予備軍は，沈滞や中位の好況の時期には現役の労働者軍を圧迫し，また過剰生
産や発作の時期には現役軍の要求を抑制する。だから，相対的過剰人口は，労働の需
要供給の法則が運動する背兼なのである。それは，この法則の作用範囲を，資本の搾
取欲と支配欲とに絶対的に適合している限界のなかに， 押しこむのである。」（前掲
書， 832ページ）
5)マルクスの次のような表現を，このように理解した。
「•••この予備軍が，その競争によって就業部分に加える圧力の増大は，…資本の命令
への屈従を強制するのである。」 (K.Marx, 前掲書， 829ページ）
「この基礎の上で行なわれる労働の需要供給の法則の運動は，資本の専制を完成する」
（前掲書， 834ページ）
層ヵ•••反対に作用する諸事情が産業予備軍の創出を妨げ，また同時に資本家階級へ
の労働者階級の絶対的な従属を妨げるやいなや，…」（前掲書， 834ページ）傍点筆者。
6)それ（相対的過剰人口または産業予備軍をいつまでも蓄積の規模およびエネルギーと
均衡を保たせておくという法則…筆者）は，資本の蓄積に対応する貧困の蓄積を必然
的にする。だから，一方の極での富の蓄積は，同時に反対の極での，．．．，貧困，労働
苦，奴隷状態，無知， 粗暴， 道徳的堕落の蓄積なのである。」 (K.Marx, 前掲書，
840ページ）
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に，そこからマルクスが資本制崩壊の結論を導出していることを挙げている 7)。
とにかく誰れがどう言おうと，大量の相対的過剰人口が資本制にとって危険で
あることは，確かである。
これらを要するに，資本制経済は，適当な量の相対的過剰人口を，絶対に必
要とするのである。
3 整理
では，資本制経済は，その必要物をどのようにして生みだすのか？ マルク
ス自身の説明は，次のように要約できる。
(P 1)資本蓄積の進行に伴い，労働生産性が上昇する。すると，資本の技術
的構成（生産手段の量と，その充用のために必要な労働量との割合）が高度化する s)。
それは， 資本の有機的構成の高度化（可変資本の不変資本に比しての相対的減少）
に反映する 9)。ところで，労働需要は，総資本ではなく可変資本によって規定
されるから，有機的構成の高度化は，相対的過剰人口を生産する 10)。
7) 「これらの結論は，それ自身で重要であるばかりでなく，マルクスがそれらから資本
主義崩壊の見解を引き出しているがゆえにも重要である。」（森嶋通夫『マルクスの経
済学」（高須賀訳，東洋経済， 1975年） 158ペー ジ）
8) 「…，労働の生産性の増加は，その労働彙によって動かされる生産手段量に比べての
労働量の減少に，…現われるのである。」 (K.Marx, 前掲書， 812ペー ジ）
9) 「・・・，資本の技術的構成の変化，すなわち，生産手段の量がそれに生命を与える労働
カの量に比べて増大するということは，資本の価値構成に，資本価値の可変部分を犠
牲としての不変資本の増大，に反映する。」 (K.Marx, 前掲書， 812ペー ジ）
10)マルクスは，資本蓄積の循環運動に伴う労働需要の変動が，相対的過剰人口を生産す
ることも指摘している。
「この産業循環の変転する諸局面は， またそれ自身， 過剰人口を補充するのであっ
て，過剰人口の最も精力的な再生産動因の一つになるのである。」 (K.Marx, 前掲書
824ペー ジ）
これは，資本構成の変化とは独立の根拠である。そして，すでにみたように，労働需
要の変動は， 過剰人口を必要とするのだから， 労働需要の変動と， 過剰人口の存在
は，同値である。この点については，置塩信雄『資本制経済の基礎理論』（創文社，
1966年） 210-211ページを参照した。ここでは，この論点は，問題にしない。
20 
相対的過剰人口の累進的生産の論証について（佐藤） 21 
さて，資本蓄積の進行に伴って，たぶん労働生産性は上昇してゆくだろう。
が，資本の技術的構成は高度化しないかもしれない11)。 資本の有機的構成の
高度化は，さらに怪しい。しかし，ともかく資本の有機的構成が高度化すると
しよう。ならば，必ず相対的過剰人口は，生産されるか？ これも，一目瞭然
ではない。どうしても，問題を特殊化しなければならない。そこで，次のよう
にしよう 12)0
マルクスの用語を使って， c: 不変資本， v: 可変資本， M:剰余価値とす
る。労働需要を Nとすれば，
(l N=V+M 
である。さて，次の恒等式
1+ M 
(2) V+M V 
C+V C 1十一
- V 
に注目しよう。搾取率を e,資本の有機的構成を Kと書くことにすると，
(3) e=MJV 
(4) k=C/V 
であるから， (1),(3), (4)を(2)に代入すると，
(5) N l+e C+V l+k 
11)マルクスは，労働生産性の上昇と技術的構成の高度化を同義と考えているかのような
表現をしている。たとえば．
「…労働の社会的生産度は，一人の労働者が与えられた時間に労働力の同じ緊張度で
生産物に転化させる生産手段の相対的な量的規模に表わされる。」 (K.Marx, 前掲書
812ペー ジ）
「…条件であろうと結果であろうと，生産手段に合体される労働力に比べての生産手
段の量的規模の増大は，労働の生産性の増大を表わしている。」（前掲書， 812ページ）
など。しかし，事実問題を別にすれば，論理的な意味で両者が別であることは明らか
である。また，このことは，資本の技術的構成の現実の動向を洞察することが重要で
あることとは別である。
12)森嶋通夫，前掲書158-167ページを参照した。
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となる。 (5)より，
(6) 幽凶+e1+1)Cl+k、)(C1+1+加）
N, (1 +e、)(1 +k1+1)(C、+V,) 
である。ところで，
(7) C1+1 + Vt+1 C1+1 -C、+Vt+1-V, ＝ c,+ Vt c,+ Vt 
＜ 
＝ 
M, 
c,+ v;、+1 
e、
l+k、+1 
+1 
が成立するから， (7)を(6)へ代入すると，結局，
(8) 恥<、.(1 +et+1)e, 
N, 
をえる。
もし， (8)を根拠に，資本の有機的構成が高度化するならば，労働需要増加率
の天井が低下し，相対的過剰人口が生産される，と主張するなら，直ちに次の
反問が返ってくる。
(P 2)有機的構成の高度化は，搾取率の上昇によって相殺されないのか?18) 
我々は，この反論からマルクスの結論を擁護する次のような解答をすでにもっ
ている。その骨子は次のとおりである。
(P 3)生産の有機的構成 (C/N)が，十分高度化するなら，搾取率の如何に
かかわらず，労働需要は絶対的に減少し，相対的過剰人口が累進的に生産され
る14)。 （置塩信雄「蓄積論』（筑摩書房， 1976年） 268-272ペー ジ）
13)有機的構成が高度化するとしても，資本蓄積率が非常に高いならば，相対的過剰人口
は生産されないのではないか？ この反問は， (P2)に含まれている。
資本蓄積率＝,1C+,1V M ＜ e c+v c+v 1+k 
を使って， (8)を導いたから。
14)相対的過剰人口の生産について，はっきりした結論を出すには，労働供給について，
はっきりしておくことが必要である。そこで，労働供給は，減少していない， と仮定
する。以下同様。
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なぜか？ 生産の有機的構成を hで表わすと，
(9) h=C/N 
これより，
UO)幽＝鱗
N, C、h、+1
をえる。ところで，
Ul 
C1+1 -C, M, N, 1 c, <百-<百-=瓦
である。つまり， C、+1/C,には上限がある。 UlをUOlに代入すると．
U2l幽＜丘虹
N, h、+1
したがって， hが十分大きくなるなら'(12)より N,>M+1となり，労働需要は，
絶対的に減少するのである。
それにしてもいったい， (P2)はどこが間違っているのか? (8)を一見した
ところ，資本の有機的構成の高度化は，搾取率の上昇によって相殺されうるよ
うである15)。しかし，実際はそうではない。 (1),(3), (4), (9)より
U3l 生産の有機的構成＝資本の有機的構成1十搾取率
なのである16)。 搾取率が，資本の有機的構成を上回って上昇するという想定
は，必然的に生産の有機的構成について，特定の変化を想定することになる。
しかし， これを勝手に動かすことは出来ない。他方 (P3)は，他のものは
ともかくこれについて，特定の動きを仮定しているのである。搾取率は，資本
15) (8)には， e,とe、+1がある。ところで， e、， e、+1がより高い水準であると想定するこ
とと， e、力ttの増大に伴い上昇すると想定することとは別である。ここで，搾取率
の上昇というのは前者である。なおこの区別に注意するよう指摘し，誤りを防いで下
さったのは二木雄策教授（神戸大学）でした。深く感謝します。
C 
C C V― 
16)ず口＝囀
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の有機的構成から独立して，変化しえないのである。実際U3lを(8)に代入して，
搾取率を消去できる。すると，
(14} 幽<k1+1Ck,-h,) 
N, k1h1+1 (1 + k1+1) 
となる。ここで， Kだけが，非常に大きくなるとすると，右辺は，増加しなが
ら l/h1+1に接近してゆく 17)。つまり， l/h1+1は， Kが非常に大になったとき
（もちろん，このとき搾取率も上昇している。）の M+1/Mの上限なのである。だか
ら，これが十分低下するならば，労働需要が絶対的に減少することになるので
ある。
4 問題
この論証にもかかわらず，次の疑問はまっとうである。
(P 4)そもそも，生産の有機的構成は，労働需要が絶対的に減少するほど高
度化しうるのか？
資本の耐用期間が，物理的に 1期である場合または，新技術が旧資本に体化で
きる場合，生産の有機的構成は，いくらでも高度化しうる。しかし，資本が耐
久性をもち，新技術は投資を通じてしか導入されない場合は，そんなに簡単で
はない。労働需要が絶対的に減少するには，少くとも新技術の生産の有機的構
成が非常に高いことが必要である。しかし，これだけでは十分でない。新技術
は生産の有機的構成がいかに高いとしても労働需要が絶対的に減少するには，
旧技術の廃棄が是非とも必要である。そうでなければ，労働需要はいくらか追
加され，総量は必らず絶対的に増加する。ところが，新技術の導入が多ければ
多いほど，より実質賃金率の上昇を抑制し， 1日技術の廃棄を強制する力がより
弱められるかもしれない。生産の有機的構成を高めることが，同時にそれを妨
げる影響を持ちうる。こういう場合が十分考えられる。
17) k1とk1+1が非常に大きいと想定することと， k,ヵ,;tの増大に伴い，非常に大きく
なることとは別である。ここで Kが増大するというのは前者である。
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(P 4)は，この点を気にしているのである。この納得できない気持は，合
理的な根拠をもっている。では，資本の耐久性および新技術が投資にだけ体化
されることを考慮した場合，相対的過剰人口が生産される条件は何か？ これ
が問題である。
5 主な前提
次のような枠のなかで考える。
1. 必らずしも，部門分割の必要はないから一財経済とする。
2. 資本の経済的廃棄に注目し，その物理的耐用期間は無限とする。
3. タイプの違う新旧技術を区別するため，ヴィンテージ・モデルを利用する。
4. 資本家の消費は無視し，労働者は賃金をすべて支出するとする。
5. 導入される技術は各時点では一種類で，選択の余地はない。
6. 資本家は，利潤があるかぎり常に資本設備を正常に稼働させる。
6 モデル
このような枠のなかで，モデルをつくろう 18)。
0時点で導入された技術の， t時点での資本量を k(v,t)と書こう。 k(v,t)に
配置される労働量を n(v,t), k(v, t)とn(v,t)の結合による産出高をy(v,t) 
としよう。
資本の物理的耐用期間は無限であるから，
(15) k(v, t) =k(v, v) 
これを k(v)と書く。資本設備の性能も変わらないとし，
n(v, t) =n(v, v)==n(v) 
(16) 
y(v, t) =y(v, v)==y(v) 
18)置塩信雄「技術進歩と廃棄過程」（『経済研究」第20巻，第2号， 1969年4月）を参照
した。
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とする。
労働生産性は，一定率 aで上昇しているとして，
U7l y(v) =an(v)e"'" a, a>O 
資本の技術的構成は，一定率 9で高度化しているとして，
U8) k(v) =bn(v)砂V b, P>O 
とする19)。
経済的耐用期間を0とすると， t時点の産出高 Y,雇用量Nは，それぞれ，
Y=『y(v)dv
t-9 
U9l 
N=『n(v)dv
t-9 
である。
商品市場で，需給の一致を前提して，
(20) Y=R(t)N+k(t) 
ここで， R(t)はt時点の実質賃金率。
資本家は，資本設備を利潤が 0となったとき，廃棄するものとすると，
(2n y(t-0)-R(t)n(t-0) =O 
が成立する。新規導入された技術は'(}期後に利潤を生まなくなり，廃棄され
るのである。
これで方程式は， U7l,U8l, U9l, (20), (2n, 未知数は， y,n, k, Y, N, R, oであ
る。投資需要 (k)の動きを決めることによって，体系を閉じよう 20)。投資需
要が，一定率 gで変化しつづける経路を想定し，
19)結局のところ重要なのは技術構成ではなく，生産の有機的構成の動向 CP-a~o)で
あることは，後にはっきりする。なお，この場合，充用される生産手段の価値総量は
k(v)'!. 盈y(v)' 充用される労働の量は， もちろん n(v)。 だから， 前出の C/Nには，
k(v)/y(v)が対応する。 k(v)/y(v)の変化の方向を示すのが， p-a~oである。
20)他に体系を完結させるには，完全雇用を含め失業率一定の前提など，いろいろありう
る。どれを採るかは，分析目的に依存している。
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(2) k(v) =k(O)e1" 
とする。これでモデルは完結した。
7 検討
さて， U9lにU8l,(2)を代入すると，
閾炉g-P){1 + e<g-~ い}, gキP
• d(} A • 
をえる。ここで 8=-N=N!N.。以下同様。雇用量の動きを知るには，耐用期dt' 
間の動きを知る必要がある。そこで'(20)に， U7l,U8l, U9l, (2U, (2)を代入すると，
叫旦がal-~)t { 1-e<-g—a1+~)8 
b g+a-p 
e-'"e -e<-,-<»+~) e 
g-P }=1 
g+a-pキ0,gキ¢
を得る。叫が， 0の動きを決める。
＾ Cl. a=Pならば，⑳より， 0は一定である。このとき，偽）より， N奎0は，
g配に依存することがわかる 21)。
aキPのとき， 8,Nは，どういう動きを示すだろうか？ これをみるため，
(25) <p(O) = l-e<-1—叶fl)O_e―. o -e<-1-'"+/l) o g+a-p g-p -. g+a-pキo, g-Pキ0
とおく。すると，¢ について，
'P(O) =O 
(26) 
<p'(J) _,.9{ 1-e<-K+P> 6 =ae g-P }>o 
であることがわかる22)。したがって'(24)より，
(27) 心 P⇒8'.'SO 
21)この場合の比較動学が，置塩信雄「技術進歩と廃棄過程」である。
22) g;.i:p⇒ 1-eC-B+/J)B忍0
なお，閲より， 'P(D)>O⇒n>o. したがって， a=Pのときの 0の一定値は正であ
ることがわかる。
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でなければならない23)0
C2. (23)と罰より，
a>鯰 g⇒応<o
a<f3~g • N>O 
であることがわかる。というのは， a>f3>gのとき'(27)より， o<oである。
したがって'(23)において， eCg-fl)0 -1 <o, g-f3<0であることを考慮すると，
il<oをえる。 a<f3<gのときは，罰より e>oである。したがって'(23)にお
いて， e(g-fl)9-l>O,g-(3>0であることを考慮すると，兌>0をえる。
 ＾a>f3=gならば'(23)および脚註(23)より， N=e<o,a<f3=gならば，同じく
 ＾(23)および脚註(23)より， N=e>Oをえる。こうして，上記の結論をえる。
a, g>/3または a,g<fiの場合は， 0の動き方をより詳しく知る必要があ
る。そこで'(24)を微分すると，
(28) a-(3 + 
<p'(0) 0 
cp(e) =O 
である。
(25) , (26) , (28)を(23)へ代入すると，
(29) N= 
e―"'0(g-/3) 
{e(g-fl) 9-1}{1-eC-t+/l) 9} 沢0)
ただし，
,Jr(0) =ec← -fl) 0 -千e―"'0+ g が一gーの十fl)e+((3-a)(g-/i) 
g+a-(i a(g+a-(3) 
23) {3=gの場合'(23)に代って，
介奇
(24)に代って，
28 
fe<の―fl'{lー：一'"9-oe-'"9}=1 
が成立する。ここで'<p(O)=~二 oe-'"9とすると，
<p(O) =:=O, <p'(O) =aoe-'"9>o 
である。したがって'(27)が成立する。
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をえる。
閲において，
(30) g-i:/i⇒ (g-[i)e―,.9 {eCK-/3) 9 -l}{l -eC-K+/3) 9} ミ〇
である2公）。したがって，内の符号を知るには，少の符号を知ればよい。以
下は，それを知るための形式的な手続きである。
少の符号を知るために，次の性質を利用する。
,fr(O) =O 
(31) 
,fr'(O) =e―“怜(0)
ただし，
t/i(O)=(g-<t―/i)e<a-fl) B -ge<-a+/J) B +a+ fi
さらに，¢ について，
¢(0) =O 
(32) 
rt,'(8) = (g-fl) <p (8) 
ただし，
¢(8) = (g-a-fl)e<z-tJ) 8 +ge<-z+tJ) s 
最後に，¢ について，
¢(0)=2g-a-fl 
(3) 
¢'(8) = (g-/1) {(g-a-fl)e<z-tJ) 8 -ge← z+tJ) 8} 
a+fl A 
C3. a<fl, — ~g<fl • N>Oである。というのは，このとき'(33)より2 
¢(0)~0. </J'(O)>O 
である。 （図1参照）
したがって,(32)より，
1/J(O)<O 
さらに,(31)より，
:. ¢(8)>0 
24) gE!=p⇒ e<z-fl,)9-lE!:O, 1-e<-z+M9E!=O 
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??
? ?
図1
沢O)<O
が成立する。最後に， (30)を考慮すると'(29)より，
N>O 
をえる。
生C4. a>f3, ~g>/3 • N<O である。というのは，このとき， (3)より2 
¢CO)~o. ¢'Co)<o <jJ(8)<0 
である。（図2参照）そして，以下C3.の場合と同様の推論により，上記の結論
をえる。
? ?
? ?
図2
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C5. a<fi, o<g<彗色の場合， (3)より，
(34)¢(0)<0, ¢'(0)>0 
である。しかし， (32)より，
(35) lim¢(0) = oo 
0• OO 
である。したがって， (34),(35)より，
(36) 訪 *>O,0配＊ ⇒¢(0)奎0
であることがわかる。（図3参照）次に， (32),(36)より， ¢'(0)について，
(37) 0奎0*⇒¢'(0)奎0
が成立する。他方， (31)より，
(38) lim¢(0) = -oo 
°→ (X) 
である。したがって， (32),(3り， (38)より， ¢(8)について，
;JO>O, (}奎5⇒¢(8)奎0
が成立する。（図4参照） (31)より， ¢(8)と ,fr'(})の符号は，同じである。
さて'(29)より，
饂,fr(O)-{芦芦勺<o if g>P-• 
-00 
g<f3-a 
??
?
図3
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??
? ?
図4
??
?
》
____ T __________________ _ 
~(P-a)(g—p) 
a(g+a-P) 
図5
であるが，いずれにせよ
(39) :10>0, o奎6⇒,fr(})奎0
である。（図5参照）そして,(29), (39)より，
餞蒻 ⇒位奎〇
＾ をえる。ただし，この場合， 0は増大しているので，結局， N>Oとなる。
g=P-aの場合，⑳の代りに，
(40) や“―fl)t(o十弓）=l 
が成り立つ。したがって， (40)より，
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(41) O= 
• g(ctO+e―d,9_1) 
a(l-e―d,9) 
をえる。 (4りを(23)へ代入すると，
(42) N= 
ct, 
(1-e―'"9)2 
j((}) 
ここで
/(8) = -e-2'"9 +(2+f)e—'"e+g8—¼-1 
である。 Nの符号は， fの符号と同じである。 fの符号をしらべよう。 (42)より，
/(0)=0 
(43) 
/'(8)=(1-e―'"9)(g-2ae―'"e) 
である。 g-2ae―.eは， (}=0のとき，
g-2a<o, 
a+p 
・: g=P-a<— 
l 2 g-2咋={i-3ct,
0→C0 のとき gへ単調に増加しながら接近してゆく。したがって，
閥 4(}**>0,(}奎(}** ⇒f'奎0
である。
他方
幽机臨((8)=co 
である。 (4)と(45)より，
gわ0,(}函 ⇒f奎0⇒N郵0
となる。（図6参照）
C6. a<P, g~O の場合 (3)より
cp(o)<o 
である。したがって
33 
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f 
?
r/J(O)>O 
,fr(O)>O 
図6
(": ¢(0) =O, ¢'>0) 
(・: ,fr(O) =0, ifr'>O) 
が順に成立する。したがって(29)において， (30)を考慮すると
N<O 
をえる。
C7. a>f3, g~a+/3 の場合，
<P>O (・: (32) ⇒ ¢>0⇒'ifr>O 
が，順に成立し， (30)を考慮すると,(29)より
N>O 
をえる。
C8. a>fl, a+fl>g>号月の場合， (32),(3)より
(46)¢(0)>0, ¢'(o)<O, lim¢(0)=-oo 
°→ ex, 
である。
したがって，
(41) 庭翌＊ ⇒ ゆ(0)奎0
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??
?
図1
である。（図7参照）¢'と¢ の符号は同じで，
(48) lim¢(8) = -oo 
6• OO 
が成立するから， (47),(48)より，
(49) 8奎6⇒</>(8)奎0
である。（図4参照）さらに， (31),(49)より，
(50) 8函 ⇒,fr'(8)奎0
である。
ところが，他方で，
(51) lim ,fr(O) = (g-[i)(fi-a) <o む co a(g+a-fi) 
である。したがって， (50),(51)より，
(52) 8頸 ⇒,fr(O)奎0
である。（図8参照）随i,(52)より， (30)を考慮して，
桑 6⇒バ至0
をえる。
ただし，このとき 0は小さくなっているので，結局N>Oに至る。
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心‘
゜__ : ______~ 
(g-(3)((3-a) 
a(g+ a-fl) 
図8
以上の結果を表にまとめると，次のとおりである。
1. a>flのとき，
g I .f-¥ .¥a+(i 
f.r I -I -I +* + I + 
2. a=/3のとき
g I・I a I・ 
NI-I。I+ 
3. fi>aのとき
g I・・・I。II団+ I 
f.! -¥ -¥ +* + 
＋＊：結局＋となる。
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8 結論
1. ある投資の利潤率を，その投資が生むであろう利潤の系列を割引いた現
在価値を，その投資額に等しくするような割引率と定義すると，
(53) k(t) = J゜〔y(t)-R(t+v)n(t)〕ぷ'"dv
゜における rがそれである。 (53)に， U7l,⑱, (2l, (2)を代入し，計算すると，
関ヤa>-/3)1{1-:ー,9-弓＿ー：_, ゜}=1
をえる。渤と関を比較すると，
(5) r=g+a-p 
である。それゆえ， r=g+a-P<Oの場合は，相対的過剰人口の生産云々以前
に，そのような発展過程の経済的意味が疑問となる。
2. a~Pにかかわらず，いづれの場合も， gが十分大ならば，雇用量は絶
対的に増加する。これは，私の印象的な予想と一致した。
3. pが a に比してより大なる場合の方が，相対的過剰人口は生産されに
くい。これは，マルクスや置塩教授の結論 (Pl)(P3)からの類推による
予断と全く逆であった。この見当違いは， 9が a に比してより大なる場合資
本を廃棄させる強制力が弱まり，資本の経済的耐用期間が長くなることを十分
評価していなかったからである。これが，結論を逆転させたのである。
9 断り
蛇足になるかもしれないが，次のことを断っておきたい。
1. 仮にある型の技術進歩が続くと想定し，一定の枠のなかで相対的過剰人
口が生産される条件を分析しただけである。それ以上のなにものでもない。
2. それにしても，最大の欠点は，資本家が彼らなりの基準で技術選択を行
なう余地さえない点である。
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3. r>Oであっても， a>Pで 0が小さくなってゆく発展過程は，大量の
弱小資本没落のゆえに，持続困難である。
4. 経済学としては，何よりも，現実の技術進歩の型を洞察することが重要
である。
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